
いちごドリルプリント

高校世界史プリント（過去問類似）
近代（市民革命〜帝国主義） No.2

名前 得 点

　／10

問1 19世紀のイギリスにおいて、ホイッグ党の流れをくみ、グラッドストンらの指導のもとで自由貿易の推進やアイルランド自治
問題などの改革に取り組んだものの、20世紀に入ると労働運動の台頭によって結成された新興政党に支持を奪われて衰退し、
二大政党の一角としての地位を失った政党の名称として最も適当なものを答えよ。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  急進党 2.  自由党 3.  保守党 4.  労働党

問2 19世紀後半以降、重化学工業を中心に急速な工業化を遂げ、1880年代から1890年代にかけてイギリスを追い抜いて世界第1
位の工業生産高を誇るようになった国はどこか。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  イギリス帝国 2.  フランス共和国 3.  ドイツ帝国 4.  アメリカ合衆国

問3 イギリスはインドの植民地支配を進める過程で、地租を安定的に徴収するために地域に応じた異なる土地制度を導入した。こ
のうち、ベンガル地方などの北インドを中心に実施され、従来の地主層に近代的な土地所有権を認め、彼らを納税義務者とし
て農民から地租を徴収した制度を何というか。 （2015年　全国公立入試　類似）

1.  ジャーギール制 2.  ザミンダーリー制 3.  マハールワーリー制 4.  ライヤットワーリー制

問4 19世紀のイギリスでは、産業革命の進展に伴う社会構造の変化に対応するため、複数回にわたって選挙制度の改革が行われ
た。このうち、1867年に保守党のダービー内閣のもとで断行され、都市の熟練労働者層に新たに選挙権を付与することとなっ
た改革の名称は何か。 （2013年　全国公立入試　類似）

1.  第2回選挙法改正 2.  第4回選挙法改正 3.  第3回選挙法改正 4.  第1回選挙法改正

問5 19世紀末の帝国主義期、フランスはアフリカ東南部のインド洋に位置する巨大な島に侵略を開始し、1896年にこれを植民地と
した。この島（国）の名は何か。 （2011年　全国公立入試　類似）

1.  マダガスカル 2.  アルジェリア 3.  モーリタニア 4.  ソマリランド

問6 18世紀後半のイギリスで始まった産業革命において、綿織物需要の急増に対応するため、様々な技術革新が行われた。このう
ち、1764年頃にハーグリーヴズによって発明され、一度に複数の糸を紡ぐことを可能にして生産性を飛躍的に向上させた、最
初の多軸紡績機の名称を何というか。 （2023年　全国公立入試　類似）

1.  ジェニー紡績機 2.  水力紡績機 3.  ミュール紡績機 4.  力織機

問7 1848年の二月革命によって成立したフランスの臨時政府において、社会主義者ルイ・ブランらの提唱により、失業者の救済と
労働権の保障を目的として設立されたものの、のちに農民らの反発を招いて閉鎖され、労働者の蜂起の原因となった公共作業
組織は何か。 （2017年　全国公立入試　類似）

1.  臨時政府 2.  十時間労働制 3.  国立作業場 4.  労働委員会

問8 1830年、国内の政治的不満を外にそらすために北アフリカへの軍事侵攻を開始したものの、同年にパリで勃発した七月革命に
よって王位を追われ、亡命することとなったフランス復古王政の国王は誰か。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  シャルル10世 2.  ナポレオン3世 3.  ルイ18世 4.  ルイ・フィリップ

問9 1905年のイギリスによる分断工作に対抗し、翌年に開催されたカルカッタ大会において、スワラージ（自治獲得）、英貨排
斥、民族教育とともに採択された、国産品愛用を意味するスローガンは何か。 （2016年　全国公立入試　類似）

1.  スワデーシ 2.  スワラージ 3.  ハルタール 4.  ボイコット

問10 ヴィクトル＝ユゴーの代表作『レ・ミゼラブル』は、1830年の七月革命によって成立した体制の時代に執筆が開始された。こ
の、オルレアン家のルイ＝フィリップを国王とする君主政体を何というか。 （2016年　全国公立入試　類似）

1.  第二帝政 2.  復古王政 3.  七月王政 4.  第一帝政
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答え合わせ・解説 No.2

問1 答え 2
自由党

19世紀のイギリスでは、ホイッグ党を前身とする自由党と、トーリー党を前身とする保守党が二大
政党制を形成していた。自由党はグラッドストン首相のもとで自由主義的な改革を推進したが、20
世紀に入ると労働運動の進展に伴い結成された労働党が台頭した。第一次世界大戦後、自由党は党
内の分裂や支持基盤の縮小により急速に衰退し、保守党と労働党による新たな二大政党制へと移行
することとなった。

問2 答え 4
アメリカ合衆国

19世紀後半の第2次産業革命において、重化学工業を中心に急速な発展を遂げたアメリカ合衆国
は、豊富な資源と広大な国内市場、移民による労働力の流入などを背景に工業生産を急拡大させ
た。その結果、19世紀末にはそれまで「世界の工場」と呼ばれていたイギリスを追い抜き、世界最
大の工業国となった。

問3 答え 2
ザミンダーリー制

イギリスは東インド会社を通じてインドの植民地化を推進する際、安定した財政収入を得るために
地租徴収制度を整備した。ベンガル地方などの北インドでは、従来の徴税請負人であった地主（ザ
ミンダール）に土地の所有権を認め、彼らから地租を徴収する制度が導入された。この制度のもと
で、地主は小作農から高い小作料を徴収して経済的に困窮させ、農村の階層分化を進行させる要因
となった。一方、南インドや西インドでは、農民の土地所有権を認めて直接徴税するライヤットワ
ーリー制が導入された。

問4 答え 1
第2回選挙法改正

19世紀イギリスでは、産業資本家や労働者の台頭に合わせて選挙法改正が重ねられた。1832年の
第1回改正では腐敗選挙区が廃止され、産業資本家などの都市市民層に選挙権が与えられた。その
後、労働者による運動などを経て、1867年の第2回選挙法改正では都市の熟練労働者に選挙権が拡
大された。なお、農業労働者や鉱山労働者に選挙権が与えられたのは1884年の第3回選挙法改正で
あり、女性への参政権付与は20世紀（1918年の第4回改正）まで待つことになる。

問5 答え 1
マダガスカル

19世紀末のアフリカ分割において、フランスはアフリカ西部のほか、東南部のインド洋上に位置す
るマダガスカル島への進出を進めた。1896年にフランスの植民地となったマダガスカルは、フラン
スのアフリカ支配における重要な拠点の一つとなった。

問6 答え 1
ジェニー紡績機

1764年頃にハーグリーヴズが発明したジェニー紡績機は、複数の紡錘を同時に回転させて糸を紡ぐ
ことができる多軸紡績機である。これにより、従来の1本ずつ紡ぐ手動の紡績機に比べて生産効率
が大幅に向上し、産業革命初期の綿工業の発展を支えた。なお、水力紡績機はアークライト、ミュ
ール紡績機はクロンプトンによって発明された。

問7 答え 3
国立作業場

1848年の二月革命後、フランス臨時政府に参入した社会主義者ルイ・ブランらの主導により、失業
者に仕事を補償するための組織が設立された。しかし、多額の経費がかかることへの農民や市民の
不満が高まり、同年6月に閉鎖が決定されると、これに抗議する労働者による六月蜂起が発生し
た。

問8 答え 1
シャルル10世

フランス復古王政期の国王シャルル10世は、議会に対抗して専制政治を強行し、国内の不満を外に
そらすために1830年にアルジェリア出兵を開始した。しかし、同年の七月革命によって退位に追い
込まれ、イギリスへ亡命した。

問9 答え 1
スワデーシ

1906年のカルカッタ大会において、インド国民会議派はイギリスのベンガル分割令に対抗するた
め、4大綱領を採択した。そのうち「国産品愛用」を意味するスローガンがこれであり、イギリス
製の綿製品などをボイコットする運動と結びついた。

問10 答え 3
七月王政

1830年の七月革命によってシャルル10世が亡命したのち、自由主義者として知られたオルレアン
家のルイ＝フィリップが王位に就き、七月王政が成立した。ヴィクトル＝ユゴーはこの時代に
『レ・ミゼラブル』の執筆を開始し、当時の社会矛盾や民衆の抵抗を描き出した。


